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あたらしい視点で見る、 
香港の姿

機能的で洗練された街が、
重層的なエコシステムを形
作る香港。モノクルでは、ビ
ジネス、テクノロジー、アー
トなどの世界で活躍するプ
レイヤーに注目し、彼らがこ
の街を愛してやまない理由
を探りました。まず理由に
挙げられるのは自然環境で
すが、なかには驚くような
答えも。あるホテルのチーフ
はテニス、あるギャラリスト
はフェリー航路と、それぞれ
お気に入りの香港があるよ
うです。
brandhk.gov.hk

多彩な魅力あふれる、 
アジア屈指の高層都市



1
金融サービス
香港といえば、まず思い浮かぶのは国際
金融センターとしての顔。750万もの人々
が行き交う活気あふれるこの街は、巨額
の投資資本が集まり、世界最大の証券取
引所を擁する、世界に名だたる金融街で
す。その脈々と連なる金融の歴史に新た
なテクノロジーを組み合わせることで、成
長産業であるフィンテックのための枠組
みを生み出しています。規制改革と、世界
中から集まる優秀な人材。これは金融・
保険業界のスタートアップにとって大きな
メリットであり、あるCEOは香港を「デジ
タルバンキングの街」と評しています。 

4
ビジネスとプロフェッショナルサービス
香港の住民は、金融業界で働く人ばかり
ではありません。弁護士、会計士、エンジ
ニア、建築家も数多くいます。香港のプロ
フェッショナルサービス産業は、その専門
性でアジアの中でも突出しています。中国
本土への投資や進出を狙う外資系企業が
香港にやってくるのは、信頼できる法制度
があるからです。また、数多くの留学生た
ちを惹き付ける一流の大学もあります。 
香港は教育に多額の投資をしており、教
室の外で学ぶのに適した自然環境も魅力
です。

6
デザイン
香港で存在感を増す、新進気鋭のデ
ザイナーたち。接客業で使われるイ
ンテリアをはじめ、彼らの技能は多
岐にわたります。この街にあるデザ
イン会社をすべて合わせると、その
オフィス面積は世界最大規模。安全
で清潔、活気にあふれるオフィス環
境を作るため、クリエイティブチーム
が知恵を出し合っています。ハードな
仕事だけでなく、楽しみも盛りだくさ
ん。香港のアウトドアを散策すれば、
インスピレーションが自然と高まり
ます。この街で働くクリエイターたち
に、新鮮なアイデアをもたらしてくれ
るのです。 

3
観光
香港の住民やオフィスワーカーに質の高
いサービスを提供し続ける、ホスピタリ
ティのエキスパートたち。海外からの旅行
客が安心して戻ってくるのを待ち望んで
います。 国際色豊かなシェフやレストラ
ンが無数に存在し、多くのごちそうが作
り出されている香港。舌の肥えた住民た
ちは、常に新鮮なコンセプトを求めてい
ます。5つ星のサービスは、常に香港の得
意分野の一つに数えられてきました。こ
の街で大きな比重を占めるホテル業界で
は、どんな時でも最上級のおもてなしが
モットー。これからも宿泊や食事に訪れ
る人を喜ばせ続けるため、プランを練って
います。

2
貿易と物流
多くの輸入品や輸出品が集まり、貿易の
中継地として名を馳せてきた香港。その
特色は今も健在です。あらゆる物や人が
動き続けるこの街は、世界中に商品を送
り届ける方法を知り尽くしています。貨物
が出入りする空港は世界有数の取扱量
を誇り、コンテナ港では大型トラックが
四六時中行き来しています。また、ここで
は船も商品の一つ。香港は、この地域有
数の高級ヨットの売買拠点としても知ら
れています。昔から変わらず、香港の最大
の強みは地理。世界の人口の半分が、こ
こから空路で5時間以内の所に住んでい
ます。

5
科学とテクノロジー
さん然と輝く銀行や金融の陰に隠れがち
ですが、科学とテクノロジーの土壌もしっ
かりとしている香港。今、これらの業界の
結びつきが強まっています。バイオテクノ
ロジー企業が株式上場で研究資金を調
達する一方、起業家たちは研究者と協働
して、研究室で生まれた発明をマーケッ
トに売り出しているのです。これまで香
港の強みだった製造やハードウェアに加
え、ロボット工学も新たな成長分野となっ
ています。

8
アートと文化
国際的なアート市場としての名声を確立
した香港ですが、さらに多面的な魅力が
生まれつつあります。地域のあちこちで、
さまざまなアーティストのスペースやクリ
エイター集団が登場しているのです。ま
た、この街のアート愛好家たちが待ちわ
びているのが、Kowloonにオープン予定
の、世界級の現代アート・デザインミュー
ジアムです。香港では各国のキュレーター
や業界プロフェッショナルたちが住居や
キャリアを築き、その文化に対しても確か
な鑑賞眼を育んでいます。この現代的な
摩天楼都市において伝統遺産は高く評価
されており、昔ながらのフェリーも根強い
人気です。

7
ファッションとテキスタイル
香港で財を築いたサクセスストーリーは、多
くが繊維産業で生まれています。この街と服
飾業界は切っても切り離せません。素材の調
達や製造を行う国際的なブランドに加え、地
元のクリエイターたちも自身のブランドを立ち
上げています。さらに、ファッション専攻の卒
業生たちも商業的援助を受け、世界のファッ
ションショーで作品を発表。若い世代が伝統
あるレーベルを率いる一方で、ラグジュアリー
なアイテムに第二の生を与えるブランドも登場
しています。とはいえ、変わらないファッショ
ンもあります。香港では、変わらないように見
えることに価値があるのです。

アジアでのプレゼンスを確立したい
企業に対し、香港は独自のプラット
フォームを提供し続けてきました。こ
れからの10年間もそれは変わらないで
しょう。経済の核となる4本の柱 
（1～4）を支えるのは、テクノロジーの
迅速な導入と徹底的な改革です。それ
と同時に、クリエイティブな柱（5～8）
も生まれ、この街の伝統という強みを
活かし、幅広い機会をもたらしてきま
した。 



1 フィンテックの隆盛
成長著しい香港のフィンテック業界には、他の市場に優る大きな利点があ
ります。一流の金融機関が持つ権威と、パワフルな起業家精神が独自に結
びついていることです。代表例をいくつかご紹介しましょう。

犬と暮らす
OneDegree

Kwun Tongにあるペットフレンドリー
なビル、Fun Tower。このフロアの一角
を占めるのが、保険のスタートアップの
OneDegreeです。かつての工業地帯から
ビジネス街へと変貌を遂げたこの地域で
は現在、アクサやAIAグループといった老
舗から、OneDegreeのようなオンライン
専門の新規参入組まで、数々の保険会社
が拠点を構えています。かつては銀行員
だったCEO兼共同創業者のAlvin Kwock
（写真 ）は、Eコマースなどの新しいライ
フスタイルトレンドを熱心に開拓してお
り、消費者が気に入らなかった商品の返
送料をカバーする保険は好評を博してい
ます。2020年4月に発売されたペット保
険も、新たな成長分野です。「香港、台
湾、日本では、幼稚園児や小学生よりも
犬や猫の数の方が多いのです」と、愛犬
のゴールデンレトリバー、QQと戯れなが
ら語るKwock。OneDegreeは台北にもオ
フィスを開設（こちらのスタッフは猫を飼
う人の方が多いとか）。中国本土、シンガ
ポール、タイにも事業を拡大中です。

古い銀行、新しい技
Moxバンク

香港の銀行界に君臨する、スタンダー
ドチャータード銀行。香港ドル紙幣の発
行元として最も歴史ある銀行であり、現
在も存在感を保ちながら、スタートアッ
プの創設も行っています。Moxバンクは
2020年9月に開業し、過去1年間で創業
したネット銀行は8行に及びました。「私
たちは、スタンダードチャータードの未
来の経営モデルを構築しているのです」
と語るのは、MoxバンクのCEO、Deniz 
Güven（写真 ）。トルコ出身の銀行家で
あり、元バスケットボール選手という経
歴の持ち主です。2017年に金融管理局が
全面改革を実施すると、香港にインター
ネット専業の金融機関が続々と誕生しま
した。Moxバンク設立にあたり、シンガ
ポールから移住してきたGüvenはこう言
います。「香港はアジアの中でも先駆け
て、一大デジタルバンキング市場となる
でしょう」

支払いプラン
Octopus

世界を代表する公共交通機関の決済方法として1997年
に始動したOctopusは、コンビニやファストフード、その
他小売業にも進出を果たしています。「Octopusで香港
外に進出することが、私たちの長年の夢でした」とCEO
のAngus Lee（写真 ）は言います。近いうちに、中国本
土の地下鉄ネットワークでもOctopusが使われるよう
になるかもしれません。アジア各地の交通システムのIC
カードに進出する日もそう遠くはないでしょう。 

人材の宝庫
遠く離れたアメリカやオーストラリア出身
のスタッフも多いOneDegree。世界中か
らフィンテックの人材を集め、ゼロから
会社を立ち上げたAlvin Kwockに言わせ
れば、「それこそが香港の強みです」。

トラストブルー
「トラストブルー」と呼ばれる色
で特別に作られた、Moxバンク
のカード。香港のネオン、そして
Moxバンクの親会社であるスタン
ダードチャータード銀行のコーポ
レートカラーを表現しています。

便利なプリペイド式
香港では、カードまたは
スマートフォンで1日あた
り1500万件のOctopus
決済が行われていま
す。スピーディで便利な
「タップアンドゴー」テ
クノロジーは、QRコード
のスキャンよりも好評で
す。この街にはタクシー
や生鮮市場など、現金払
いが主流の場所もわず
かに残ってはいますが、
2020年7月に始まった新
たな取り組みがOctopus
の普及を後押しするで
しょう。 

私の香港
Lawrence Chu、Oriente共同創業者

銀行口座がない中小企業でも買い物客がクレジットカード
を使えるようになるOrienteのサービスは、東南アジア全域
で拡大しています。香港のOriente本社に勤務する共同創業
者のLawrence Chu（写真）は、現代アートの熱心なコレク
ターという顔も併せ持ちます。最近、Chuと妻のNatalieは
所有するアートの一部を売却し、アーティストのための助成
金と住宅プログラムの資金に充てることに決めました。「私
たちはアートに参加する新たな方法を模索しているので
す」。午前中に訪れたサザビーズのオークション会場でChu
はそう語ります。40歳の彼はロンドン駐在中にアートの収
集を始め、2005年に香港へ帰還するまで収集を続けてきま
した。自宅にあるギャラリーは若手アーティストの作品が中
心で、香港を拠点とするFirenze Lai、Stephen Wong、初
期のChris Huenらの作品が並びます（4人のChuチルドレン
と呼ばれる、さらに若い画家の作品も含む）。

金融サービス



港やハブ空港として、またアジア全土から陸送される商品の終着駅として、
昔から栄えてきた香港。恵まれた地理を活かして、貿易の中心地としての地
位を築きました。また、人や物のデジタル化への移行に有利な場所でもあり
ます。キープレイヤーの何人かに話を聞きました。

寄航港
水辺のダイニング
香港でオープンしたばかりの最も特別な
レストランは、どこにあるでしょう？何と、
Tsing Yi島の倉庫の中なのです。10月に開
店した「ランブラー」は、世界トップクラス
の取扱量を誇る港をクレーン車が行きか
う中、伝統的な広東料理、ヘルシーなサラ
ダ、エスプレッソベースのコーヒーを提供し
ています。この小ぎれいなカフェテリアは、
デザイン事務所のA Work of Substance
が設計しました。食事をとるのはトラック
やフォークリフトの運転手など、物流施設
「グッドマン・インターリンク」で働く1000
人以上の作業員たちです。ここはオーストラ
リアの不動産開発業者、グッドマン社が香
港の11か所に構える倉庫の一つ。さらに2か
所の建設が進んでおり、Tuen Munに完成
予定のグッドマン・ウエストリンクは、新設
される海底トンネルで空港と直接行き来で
きるようになります。

広がるパノラマ
香港国際空港
世界で最も多くの航空貨物を扱うハブ空
港、香港国際空港。稼働しているクレー
ン車の数を見る限り、今後も取扱量が
益々増加するでしょう。今後数年間、既
存施設のセントラルアジアハブから、Eコ
マース大手のアリババグループが支援す
る巨大な新物流センターまで、竣工予定
のプロジェクトが目白押しです。香港空
港管理局商業部のエグゼクティブ・ディ
レクターを務めるCissy Chanは、2024
年に完成予定の第3滑走路により「キャ
パシティの面で大きな飛躍を遂げる」と
語ります。貨物量の多さは、パンデミック
の最中でも変わりません。キャセイパシ
フィック航空などの事業者が世界各地に
必需品を運んでおり、その影響で近年は
貨物輸送機の数も増えています。また、
このハブ空港では生鮮食品や医薬品の
輸送量も増加しており、これらはEコマー
スと並ぶ長期的な成長分野です。Chan
の言葉です。「香港から飛行機に乗れ
ば、5時間以内に世界人口の半数がいる
地域に到達できます」 

私の香港
Mike Simpson、　  
Simpson Marine

英国出身のMike Simpsonが初めて香港
に上陸した時に乗っていたのは、長さ11
メートルに及ぶ自作のヨットでした。そ
れから35年以上が経った今、この元軍
人の冒険家は1970年代のデイクルーザー
「ウィンディ22」に乗り、ラマ島の自宅か
らAberdeenのオフィスに通っています。
通勤時間はドック・ツー・ドックで20分
ですが、「天気が良ければですね。沖合
で台風が発生すると、もう少し時間がか
かります」

Simpsonの会社はアジア最大級のヨッ
トディーラーで、アジア各地にオフィスを
構え、ベネトウやサンロレンツォなどヨー
ロッパのヨットブランドを扱っています。
76歳の彼が今後楽しみにしているのは、
Hainan島のSanya。最近、自由貿易試験
区に指定されたことで成長の期待が高
まっているのです。「中国市場が発展す
る上で大きな影響があるでしょう」

穏やかな港
この街に住み始めた1984年に
乗っていたヨットにちなんで、
Simpsonは新しい帆走ヨットを
「ドミノ2」と名付けました。「香
港は、私たちにとってこれまでで
最も大きな市場であり、最も長い
歴史を持つ街です」

クール・ランニング
香港国際空港は、温度管理が必
要な商品や農産物の取り扱いに
関して、国際航空運送協会から
複数の認証を取得しています。
貨物用エプロンでは新型の保冷
ドーリー（車輪付き冷蔵庫）の一
団が飛行機とターミナルを行き来
し、高額な医薬品や生鮮食品を
運んでいるのです。

2 貨物のゾーン
貿易と物流



おいしいものが至るところで見つかる香港。一流のレストランやホテルで働
くシェフたちは、舌の肥えた香港人たちを満足させるべく研鑽を積み、カ
ジュアルなお店も負けてはいません。香港では、シェフはどれだけいても多
すぎることはないのです。 

チームプレイヤーたち
BaseHall

ランチタイムで地下のフードコートに人
が集まるのは、アジアのどこも同じ。で
も、BaseHallが一味違うのは、料理でさ
らなる高みを目指そうと、新しいコミュ
ニティの概念を取り入れている点です。
Centralのオフィス街に立つ超高層ビル、
ジャーディン・ハウスの地下に新たに作
られたフードコートには、香港で一番
ホットな個人経営のレストランが軒を連
ね、絶品料理を提供しています。

SohoのTREEHOUSEでは野菜のラッ
プサンドが、Sheung Wanの焼き鳥の名
店ヤードバードが手掛けるROTI TORIで
はロティサリーチキンが食べられます。
さらに、韓国料理のMOYO SIKや、タコス
のWESTSIDE TAQUERIAといった世界各
地の屋台が集結。メキシコ料理の名シェ
フ、Esdras Ochoaも腕を振るいます。
ニューヨーク出身のWill Fangが手掛け
るCookie Departmentではスイーツを提
供し、深夜まで営業しているバーではマ
ンダリン オリエンタルのスタッフがコー
ヒーやカクテルを作っています。

BaseHallの仕掛け人は、Hongkong 
Land (HKL)のシニアアセットマネー
ジャーのTom Andrews。「飲食業者の参
入障壁を低くし、クリエイティブなコンセ
プトを一流の場所で試せる、そんなプラッ
トフォームを作ることを目指しました」

BaseHallを支えるチーム 

1.	 Nick Chan
	 ROTI TORI共同創業者
2.	 Alex Huels
	 マンダリン オリエン

タル飲食部門および
BaseHall Barディレク
ター

3.	 Lindsay Jang
	 ROTI TORI共同創業者
4.	 Matt Abergel
	 ROTI TORI共同創業者
5.	 Tom Andrews
	 Hong Kong Landシ

ニアアセットマネー
ジャー

6.	 Pamela Yeung
	 Hong Kong Landア

セットマネジメントオ
フィサー

7.	 Melody Ho
	 Hong Kong Landアシ

スタントプロパティアナ
リスト

8.	 Wil Fang
	 Cookie DPTオーナー
9.	 Francesco Lee
	 Moyo Sikオーナー
10.	 Jon Chan
	 Westside Taqueria共

同創業者
11.	 Alice Stevenson
	 Hong Kong Landアシ

スタントアセットマネー
ジャー

12.	 Brian Woo
	 Co Thanhオーナー
13.	 Christian Mongendre
	 Treehouseオーナー 

オーダーメイド
「どのレストランにもお
肉のカウンターがあり、
そこで選んだステーキ
を目の前で調理してもら
えます。私たちのサービ
スの特徴の一つです」と
語るのは、事業本部長
のMark Chan（写真 ）。
「この地域はシーフード
レストランに関するコン
セプトが独特で、それら
を再解釈して色々な形で
取り入れています。お客
さんは自分が選んだ魚や
カキを調理してもらい、
食材の原産地も見ること
ができます」 

ミートマーケット
Feather & Bone

香港で地元の肉屋さんとして存在感を高
めているFeather & Boneは最近、New 
Territoriesにも進出し始めました。創業
者のPaul Daleyの狙いは、母国である英
国の肉屋さんを再現すること。「ワインや
コーヒーも飲めるような、特色ある肉屋
さんを作りたかったんです」と語るDaley
は、デリ、食料品店、オールデイダイニン
グなどに事業を拡大してきました。「香港
で15店舗を目指しています」と話す彼が
その先に見据えるのは、タイ、ベトナム、
中国本土への進出です。最近はSai Kung
にお店をオープンしたばかりで、Sean 
Dix設計のクッキングスタジオが熱い注
目を集めています。 

私の香港
Toby Smith スワイヤホテルズ副
会長
2008年創業のスワイヤホテルズは、香港
の2か所にホテルを構えました。一つは
Admiraltyに位置するラグジュアリーな
「ザ・アッパーハウス」。もう一つは東部の
Taikoo Shingにある、ゆったりした広さが
魅力の「イースト」です。「私たちは、隅々ま
で心配りが行き届いたホテルを作りたかっ
たのです」と語るのは、1991年にスワイヤ
のコングロマリットの一員となったToby 
Smith副会長。英国人の彼は最初の赴任地
シドニーでテニスを始め、世界各地で働い
たのち、ラケットと共にたどり着いたのが香
港でした。現在は日本、韓国、オーストラリ
アでホテルの建設地を探しています。「私た
ちには素晴らしいブランドがあります。もっ
と多くの人に知ってもらいたいのです」 

世界を望む窓
飲食業界における3つの注目スポット

香港のホスピタリティに参入する起業家たち
は、顧客に負けず劣らず旅を重ねます。彼らが
外国から取り入れた3つのメニューを味わえ
ば、アジアが誇る世界的都市の成功の秘密が
見えてくるはずです。

1.	 朝食：Baked、Sheung Wan
	 Zahir Mohamedは南アフリカ移民6世のパ

ン職人。50年前から受け継いできたサワー種
が入った瓶とともに香港へ移り住み、2018年
にBakedをオープンしました。 

2.	コーヒー：Fineprint、Tai Hang
	 オーストラリア人のScottie Callaghanは

Fineprintの共同創業者であり、熟練のバリス
タでもあります。健康志向の強い香港人のた
めに朝早くオープンし、夜にはくつろいだ雰囲
気のバーに変わるお店です。 

3.	ディナー：Hansik Goo、Central
	 Hansik Gooのシェフは、ソウルのレストラン

「Mingles」で名を馳せたMingoo Kang。韓
国の伝統的な家庭料理とストリートフードが
自慢です。
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4 鋭い知性
香港は学問から法曹界に至るまで、さまざまな分野の中心地であり、世界中
から有能な人材が集まってきます。香港のプロフェッショナルたちは、専門
知識、経験、判断力という点で高く評価されています。その仕事ぶりや世界
規模のネットワークについて知るべく、彼らに話を聞きました。

教育と研究
Swire Institute of  
Marine Science
香港には海洋公園が6か所ありますが、
科学的研究のため保護されているのは
1か所のみです。香港島の南東に位置す
るCape D’Aguilarには岩石露頭の保護
区があり、香港大学のSwire Institute 
of Marine Science（略称：Swims）の
所在地でもあります。1990年に開校した
Swimsは現在、拡張工事中です。2021
年初めに竣工予定の新しい校舎には、
屋内・屋外のアクアリウムやダイブロッ
カーがあり、実験用のラボは装置や薬品
を使うウェットラボと、コンピューターを
使うドライラボの2種類を備えています。
さらに重要なのが、新鮮で良質な海水
がふんだんにあること。「これほど上質
な海洋研究センターが熱帯にあるのは、
とても珍しいことです」とSwimsのディ
レクター、Gray A Williamsは言います。
Williams（写真 ）は1989年、Swimsの開
校に合わせて英国から香港に移住。以来
ここで働き続け、2003年にディレクター
に就任しました。そんな彼のグループが
今取り組んでいるのは、極端な環境が軟
体動物に及ぼす熱的影響についての研
究。海水温の上昇にともない、国際的 
に関心が高まっている分野です。 

建築
インテグレーティッド・デザイン・
アソシエイツ
2018年にセブ島の空港にターミナル2が
オープンすると、その熱帯樹を使用した
建物はフィリピンを訪れる人たちを驚か
せ、数々の賞を獲得しました。設計した
のは香港人のWinston Shu（写真 ）。こ
のデザインはアジア各地の空港にも新風
を吹き込みました。「セブ島のターミナル
2以前は、現地の文化を織り込む方法と
いえば、現地アーティストの作品を使う
ことでした。ただそうした建築では、その
土地の特色が伝わりません」と語るShu
は、建築家のNorman Fosterの下で働い
た後、1999年に独自の空港設計手法を確
立しました。「やがて私たちは、地域の特
色を空港の建築物に取り入れたらどうな
るだろう、と考えるようになりました」

私の香港
Jenny Quinton 
Ark Eden創業者
Jenny Quintonが香港を訪れたのは
1989年、チベットへの旅の途中でした。
それ以来ずっと、香港にとどまり続けて
います。Lantau島のMui Wo北部で人里
離れた渓谷のとりこになり、そこに住むこ
とを決めたのです。教師として勤めてい
た学校を14年前に退職したQuinton（写
真 ）は、Lantau島の小屋で独自の環境教
育活動を始めました。Ark Edenは彼女
が環境教育と持続型農業を行うための
センターであり、森の中の学校でもあり
ます。「環境教育を強化しなければ、地
球を守ることはできないでしょう」と語
るQuintonは、過去25年間で香港原産の
木を3万4000本以上植樹してきました。
「私にとって香港は、現状を打破できる
場所なのです」

ルールブックを書き換える
3つの法改正

イノベーションと法曹界は、あまり関係がないように
見えるかもしれません。しかし、信頼のおける香港の
法制度は、時代の流れとともに変化しています。 

1.	 オンライン紛争解決（ODR）：オンラインで解決
	 香港にはアジア有数の紛争解決センターがいくつ

かあり、現在はそのプロセスがオンラインに移行し
ています。eBRAMセンターでは6月にオンライン紛
争解決プラットフォームを立ち上げ、企業が国境を
越えた商事紛争解決のために外国へ行く必要はな
くなりました。調停や聞き取りをオンラインで実施
することで費用と時間を節約でき、司法へのアクセ
スも促進できます。

2.	新しい特許制度：斬新なアイデア
	 香港では新しい特許制度が2019年12月に開始され

ました。これまでは標準特許を申請する際、まず香
港外で所定の特許庁に特許登録する必要がありま
したが、今は香港で直接申請できるようになりまし
た。この制度ができたことで、香港では発明に対す
る法的保護が受けやすくなり、知的財産取引の拠
点としてのアピールポイントにもなっています。

3.	中国本土の玄関口：開けゴマ
	 中国本土の玄関口という特有の役割を担う香港。

そのためか、外資系企業を惹き付けてやみませ
ん。2003年に中国本土・香港経済連携緊密化取
決め（CEPA）が締結されて以来、本土の市場に通
じる扉は大きく開放されてきました。このCEPAの
もと、サービス協定が最近改訂されたことで、中国
本土と香港の間のサービス取引はさらに規制緩和
が進んでいます。

「実にダイナミックで、生物多様性に満
ちた環境ですよ」とWilliams。中国の
海域に香港が占める割合はわずか0.03
パーセントにもかかわらず、中国の海洋
生物のうち約25％が香港に生息してい
るのです。現地で研究生活を続ける大学
院生たちもおり、たくさんの国から学生
が集まっています。「夏の間、私たちの住
まいは海外から訪れる人で一杯になりま
す」とWilliams。ここで働き始めて30年
が経った今、彼は香港各地のラボや事務
所と協力して、Swimsをアジアのハブに
することに取り組んでいます。

ビジネスとプロフェッショナルサービス



5 リアリティ・テック
科学者はややもするとスポットライトを浴びたがらないかもしれません。 
しかし香港のたくましい商業界はラボの科学者たちと手を組み、有益な発
明で世界に打って出ようとしています。インパクト抜群のプロジェクトをいく
つか取材しました。

私の香港
ライス

ロテル・アイランドサウスのサービスにつ
いて、宿泊者が「ロボット的」と評したの
なら、それは褒め言葉です。炊飯器にち
なんで名付けられた「ライス」がスタッフ
に加わったのは、今年初めのこと。人の
腰ほどの高さのロボットは、開閉式の頭
部にカプチーノや温かいクロワッサンを
入れて配膳し、ファンを獲得していきまし
た。仕事は夜明け前のルームサービスか
ら始まります。これはライスのお気に入
りの業務。静かな通路をさっそうと横切
り、無人のエレベーターに乗って上の階
や下の階へ。ホテルが本格的に動き出す
前の時間なので、移動もスムーズです。
高感度の筐体と360度の視界は、宿泊客
やスーツケース、時には走り回る子ども
の間を縫って動くのに適しています。 
2時間の充電が終わると、おやつを持っ
て到着した宿泊客にご挨拶。一緒に写真
にも収まります。宿泊客の間で大人気の
ライスにあやかり、ホテルはロボットを
テーマにした夏のステイケーション（遠
出せず近場のホテルなどで過ごすこと）
を始めました。 

ている。もっと良いやり方はないかと、自
分自身に問いかけました」 

思いついたのは、香港サイエンス
パークにある研究所で、環境に優しいセ
ルロース由来の素材を開発することでし
た。Ecoinnoが生み出した自然系植物由
来の繊維「グリーンコンポジットマテリア
ル」（GCM）は、プラスチックより温度耐
性が高く、75日以内に100％生分解が可
能です。香港のTai Poにある生産施設で
は、GCMを使用した食品容器やコーヒー
カプセルが作られています。2020年、ア
リババグループが主催する「ジャンプス
ターター・コンペティション」でEcoinno
は5組の受賞者に入り、アリババ・アント
レプレナー・ファンドの出資を獲得しまし
た。Chen（写真 ）が率いるチームは現
在、イタリア最大のコーヒーサプライヤー
と協力し、香港の大手航空会社とも提
携。生分解可能な食品容器を機内食向
けに提供しています。「科学に不可能は
ありません。既存の枠組みにとらわれな
い発想が必要なんです」とChen。

ホットリスト
SinoMab Bioscience

バイオテクノロジーは、香港の巨大ビ
ジネスに成長しつつあります。2019年、
SinoMab Bioscienceは地元のバイオテ
クノロジー企業として初めて香港証券取
引所に上場しました。収益がなくても株
式公開を可能とする前年の規則変更のお
かげで、新たな資本注入により研究開発
資金を調達できたのです。「パズルの欠
けたピースがはまりました」と語るのは、
2001年にSinoMabを創業したShawn 
Leung博士（写真右端 ）。現在は証券取
引所のバイオテクノロジー諮問委員会に
所属し、新しい上場制度のもとで上場申
請の審査を支援しています。香港サイエ
ンスパークにある自身のラボで「香港は
アジアのバイオテクノロジーの中心地と
なるでしょう」と語っています。SinoMab
の科学者はがんなどの病気の治療法を
研究しており、代表的な製品が関節リウ
マチ治療薬です。現在、SM03という薬が
臨床試験の第三段階に入っており、有効

ロボティック・デリバリー
Rice Robotics創業者のVictor 
Leeの願いは、多くの自律型ロ
ボットを製造し、ホテルや病院な
どのサービス産業で活躍させるこ
とです。

Astriが取り組んでいるスマートシティ構想と
は、どのようなものですか？
私たちはMTRと協力して、鉄道イノベーション
の共同ラボを立ち上げました。MTRほど大規
模な公共交通機関は他にありません。テクノ
ロジーの力でMTRをより速く、より安全に、よ
り効率的にすることは、私たちにしかできない
仕事です。あるプロジェクトは5Gネットワーク
の開発を伴うため、センサー、カメラ、探知機
すべてを接続するのに役立ちます。 

Astriのプロジェクトが一般の香港人の目にと
まるのは、どのような時ですか？
人々が私たちの仕事を目にするのは、中国工
商銀行のモバイルバンキングポータルでしょ
う。具体的に言うとチャットボットですね。
チャットボットはどこにでもありますが、私た
ちのチャットボットはミックス言語で設計され
ています。

それはなぜですか？
香港では、さまざまな言語が入り混じって使わ
れています。通りを歩くと、ほとんどの広東語
話者が英語混じりで話していますよね。そのた
め、一部のチャットボットや音声認識ツール
は役に立たないことがあるのです。

Q&A
Hugh Chow
Astri CEO

2020年に20周年を迎えた、香港応用科技研
究院（Astri）。香港をスマートシティ化し、人
工知能やサイバーセキュリティといったテクノ
ロジー分野で企業を優位に立たせることを目
的に、政府が設立した組織です。技術畑出身
のHugh Chowは、2018年からCEOを務めてい
ます。 

イノベーション・ハブ
香港サイエンスパークはロボット
業界をサポートするため、2020
年にロボットキャタライジングセ
ンターを開設。Rice Robotics社
の移転にともない、ライスは施設
の顔として契約を結びました。

スマートなパッケージ
Ecoinno

おいしいコーヒーを飲んだり、一杯の
ラーメンをすするために、地球を犠牲に
するべきではない。これがGeorge Chen
の信念です。「自分の出したゴミがどこ
へ行くか誰も知らないし、気にも掛けな
い」とEcoinnoの共同創業者であるChen
は言います。同社は香港を拠点とする、
堆肥化可能な食品包装資材のメーカーで
あり、使い捨てプラスチックの需要を減
らすことを目指しています。「非常に大事
な問題なのに、人々は受け入れてしまっ

性が立証されれば世界初の治療法となる
可能性があります。「これは私たちにしか
できないことです」とLeung。自らの会社
を世界的な大手に育て上げ、免疫疾患治
療にイノベーションを起こしたいと考えて
います。

科学とテクノロジー



6 美しい形
グローバルに展開する香港と同様、このデザイン会社も世界中のクライア
ントから引き合いが絶えません。私たちはこの都市で、3人のクリエイティブ
な創業者たちと知り合いました。カリフォルニア出身者、チェコ人、かつて
ニューヨークで働いていた香港出身者です。

清潔第一
M Moser Associates

M Moser Associatesは世界最大の
オフィスデザイン会社の一つで、21都
市で1000人以上のスタッフが働いて
います。カリフォルニア出身のMoira 
Moser（写真 ）が香港で会社を立ち
上げたのは、オフィスのパーティショ
ンが流行していた1981年でした。今
や快適なオフィスを生み出す最新の
イノベーションは、目に見えるもので
はありません。自社オフィスに設置さ
れた高品質の空気濾過・浄化システ
ムを紹介しながら、Moserは言いま
す。「ここは香港で最も清潔なオフィ
スの一つです」。建築家としてキャリ
アを重ねてきたMoserは、統合的な
アプローチに誇りを持っています。す
なわち、インテリアデザイナーやスト
ラテジストが、エンジニアや技術者と
ともに働くということです。最近は安
全な環境作りに投資するクライアン
トの間で、空気の質に対する関心が
高まってきました。Moserは物理的な
職場のこれからについても自信があ
ります。といっても、パーティション
が復活するわけではありません。「職
場から消えなかったものは、人と人
の交流です。アイデアやイノベーショ
ンを生み出す人々にとっては欠かせな
いものですから」

電球が照らしだす時間
Lasvit

照明デザインを専門とするLasvitを創業
したチェコ人のLeon Jakimic。留学のた
め香港にやって来たのは1999年のことで
す。その後も香港にとどまり、5代続く家
業のガラス製造をベースに、現代的なテ
クノロジーとデザインを組み合わせた会
社を立ち上げました。「香港にとどまって
学んだことを活かすのは、自然な選択で
した」とJakimic。同社が作り出すオー
ダーメイドの照明設備やガラスアートは、
ザ・ペニンシュラ香港やショッピング
モール「K11 MUSEA」など、香港でもとり
わけ華やかな場所で目にすることができ
ます。

私の香港
NC Design & Architecture 
創業者 Nelson Chow

ウォータースポーツにぴったりの入り江
や島があるSai Kung。パドルボードから
落っこちる初心者たちを尻目に、冒険心
旺盛な人たちはウィンドフォイル（サー
フボードとウィンドサーフィンが一体化
したスポーツ）で水上を疾走します。デ
ザイナーのNelson Chow（写真 ）は、2
年前にSai Kungでカヤッキングを始め
ました。「新しいことに挑戦するのが好
きなんです」と語るChowは、季節を問わ
ず、週末は必ずカヤックに乗ります。「至
る所に新しい発見があり、自分のペース
で見つけることができますから」。Salt 
Islandはカヤックで往復3時間ほどで行
けるため、人気のスポットです。43歳の
Chowはそこにスタジオを構え、会社で
親睦を深めるための小旅行を主催したば
かり。ニューヨークで働いた後、2011年
にNC Design & Architectureを立ち上
げました。バーやレストラン「Foxglove 
」、コーヒーショップ「Fuel Espresso」
など、香港市街を代表する憩いの場を
いくつか手掛けています。NC Design & 
Architectureは2021年に10周年を迎え
ます。これからも中国本土やマカオでの
新しいホスピタリティプロジェクトや、
サーカスをテーマにした香港のナイトク
ラブなど、数多くのオープン予定が控え
ています。

オフィスビル
Moira Moserは国境を越えてオフィスからオ
フィスへ飛び回るのが常ですが、最近はWan 
Chaiのオペレーションを監督しています。香港
では5つ目の拠点となるこの場所は、クライア
ントに紹介する前のコンセプトを実験するた
めのラボとなっています。 

デザイン



7 普遍的なスタイル
ファッションビジネスの成功を後押しするあらゆる要素が揃っている香港。
由緒のあるテーラリングの高い技術から、若いデザイナーへの充実したサ
ポート体制まで充実しています。もちろん、香港の人たちのファッション感
度が高いのもポイントです。

注目のレーベル
Ffixxed Studios

ファッションデザイナーのFiona Lauと
Kain Pickenが2010年に香港でFfixxed 
Studiosを創業したのは、ベルリンから
香港に移住してすぐのことでした。「文
化の異なる所へ移住したことで、たくさ
んのインスピレーションが生まれまし
た」とPicken。「香港の力強いキャラク
ターが、私たちのブランドの雰囲気に反
映されています。古いものと新しいもの
がせめぎ合う、濃密で変化に富んだ特
質です」。2012年にはLauが香港ヤング
デザインタレント賞を受賞。最近まで二
人は香港デザインセンターのインキュ
ベーションプログラムに参加していまし
た。「小さな会社でも、多くのチャンスや
サポートが得られるんです」とPicken。
政府から資金提供を受けたFfixxed 
Studiosは、6年連続でパリ・ファッショ
ンウィークでショーを行っています。二
人で2021春夏メンズウェア・ウィメンズ
ウェアコレクションを発表した上海で、
Pickenは「どんな場所にいても、私たち
は香港と強く結びついています」と語っ
ています。

ヴィンテージの掘り出し物
Vestiaire Collective

Vestiaire Collectiveはファッション界
の流行の仕掛け人ではないかもしれませ
ん。ですが、中古のラグジュアリーアイテ
ムのオンライン販売においてはパイオニ
アです。社長のFanny Moizantは2009
年にパリで会社を共同創業し、アジア進
出のため2017年に香港に移住しました。
「香港はアジアのラグジュアリーアイテ
ムのハブですから、このエコシステムに
参加することに興味がありました」と、
Wong Chuk Hangに構えたオフィス兼倉
庫で、Moizant（写真 ）は語ります。その
後、Vestiaire Collectiveオーストラリア
支社を立ち上げたMoizantは、韓国と日
本への進出も計画中です。「私たちは信
頼とインスピレーションを持ち込むこと
で、中古品の世界に波紋を広げたかった
のです。そして突然、素晴らしいものが生
まれました。それが、人々が参加したくな
るようなコミュニティだったのです」

私の香港
Christopher Owen、Thirty30 
Creative共同創業者
Christopher Owen（写真右 ）が妻とと
もにデザインスタジオThirty30 Creative
を立ち上げたのは2015年。ブランドア
イデンティティを確立し、アジア各地で
マーケティングキャンペーンを展開しま
した。英国人の彼は、シャツメーカー「ア
スコット・チャン」に勤める友人のJustin 
Changの助けを得て、独自のスタイルの
追求に惜しむことなく投資しています。ア
スコット・チャンは1950年に創業した生
粋の香港テーラーで、アメリカや中国本
土にも店舗を構えています。クリケットを
愛し、香港にある12チームのうち一つで
キャプテンを務めるOwenにとって、香港
の暑い夏にリネンのズボンは必須アイテ
ムです。「自分にぴったり合ったスーツを
着ることで生まれる自信というものがあ
ります」とOwen。仕事着やクリケットの
ユニフォームを着ていない時の彼は、家
族とPrince Edwardのフラワーマーケッ
トで植物を買っていたり、Shui Poの路地
やお店をのぞいていたりしています。

ラグジュアリーな中古品
Vestiaire Collectiveではデザイ
ナーものの中古品を販売するこ
とで、消費者が出費を抑え、服が
長く着られるようにしています。

ちょっとお出かけ
3軒のおすすめショップのブランドをピック
アップ

1.	 �ウィメンズウェア：B/major 
「靴のデザインと聞いて、香港を思い浮か
べる人は多くないでしょうね」と語るデザ
イナーのGrace Laiは、2019年に夫のLeo 
ChanとB/majorを立ち上げました。「そう
いった先入観を覆して、美しく高品質で手
頃な靴を作りたかったんです」

	 The Mills、Tsuen Wan
2.	�メンズウェア：ONS 

「香港にはおしゃれなブランドがたくさん
あるのに、あまり注目されていません」と
語るONS創業者のBrian Chungは、ニュー
ヨークでもお店をオープンしたばかり。「才
能ある人たちを育てて、世界の舞台に送り
出したいと考えています」

	 Landmark Men、Central
3.	�ユニセックス：Lane Eight 

「だいたい1日で4足の靴を履き替えます」
と語るJosh Shorrock。サステナブルな素
材を使い、兄弟のJamesとともにスポーツ
用からオフィス用までさまざまな靴をデザ
インしてきました。 
St Francis Street、Wan Chai

成功の系譜
テーラリングの歴史

アスコット・チャンの3代目後継者、Justin 
Chang（上 ）。是非お試しあれ。その他おす
すめの紳士服店はこちら。

1.	 Attire House 
	 8 Wyndham Street, Asia Pacific Centre, 
	 attire-house.com
2.	WW Chan & Sons
	 30 Queen’s Road Central, Entertainment 

Building
	 wwchan.com
3.	The Armoury
	 12 Pedder Street, Pedder Building
	 thearmoury.com

人財の宝庫
Ffixxed Studiosは2015年の第1回クリ
エイティブ・コールアウトで最優秀ブラ
ンドに選ばれました。このコンペティ
ションは、才能ある若手クリエイターを
発掘しようと、香港でファッション小売
を展開するレーンクロフォードが毎年
開催。同社は2020年で創業170年を迎
えます。

ファッションとテキスタイル



8 クリエイティブ・ハブ
香港は高層ビルが立ち並ぶだけでなく、数多くのギャラリーもあります。 
また、工場を改装して、アーティストのスタジオとして親しみやすく生まれ 
変わった場所も。そうした場所をいくつか訪れ、ビジュアルカルチャーの新
たな美術館として開館が待たれるM+のキュレーターに話を聞きました。

私の香港
Nadia Ng、Perrotin 
ディレクター
2020年中頃、フランス現代アート
ギャラリーのPerrotinは、ヴィクトリ
ア・ハーバーの対岸からKowloonに
移転しました。ギャラリーの移転に
ともない、ディレクターであるNadia 
Ngの交通手段も変わりました。100
年前から運航しているトラムに乗
るのをやめ、さらに古く趣のあるス
ター・フェリーを利用しています。 

Ng（写真 ）曰く、「こんな古き良き
交通機関を利用できるなんて、すごく
幸運です。こんな乗り物、シンガポー
ルにはありませんから」。シンガポー
ル人の彼女は、いつもWan Chaiの
埠頭から10時発のフェリーに乗りま
す。最短距離のルートなら約0.3 ユー
ロの格安料金で乗れますが、港を縦
断する時間はわずか数分。2017年に
香港へ移住し、Perrotinで今のポジ
ションに就いたNgは言います。「フェ
リーに乗っている時間がもっと長け
ればいいのに」

グランド・オープニング
M+

アジアのアート業界は2021年に劇的な
変化を迎えるでしょう。ビジュアルカル
チャーをテーマにした新しい美術館、
M+が香港にオープンするからです。
ニューヨーク近代美術館で勤務してい
たDoryun Chongは、2013年に香港へと
移ってきました。「私たちのミッションの
一つは、グローバルな視点を持った美術
館であることです」とソウル出身の彼は
言います。「また、香港に根付き、刺激を
受けることもミッションの一環です。これ
ほど国際的に開かれた都市ですから」 

Chongが率いるチームは、美術館の常
設コレクションを17000平方メートルの
スペースに展示します。1950年代から現
在に至るビジュアルアート、映像、デザイ
ン、建築など、8000点近い作品群は現
在も増え続けています。M+の中でも最
高峰のシグ・コレクションは、個人から
寄付された1500点の作品群で、中国現代
アートにおいて最も重要なコレクション
の一つです。 

クリエイティブな転換
Hart Haus

Kennedy Townに位置し、かつて
は工場だったHart Hausは、21人
のアーティストの拠点となっていま
す。マンチェスター出身のアーティス
ト、Damian Boylanは、航空エンジ
ニアとしての経験を活かして多彩な
分野で活躍中。アメリカ人のShane 
Aspegrenはキーボードで作曲を
行っています。Centralにある姉妹
ギャラリーのHart Hallで初開催さ
れた展覧会に参加したAspegrenは、
「Hausians」と呼ばれる4人のアー
ティストの一人です。「私たちの主な
基準は、文化と芸術を媒介し、その両
面で多様性を持つことです」と語るの
は、Hart Hausを支える非営利芸術
組織のディレクター、Jeannie Wu。
中国人のビジュアル・サウンドアー
ティストのCassie Liuは、学校卒業後
の2019年に加わりました。Liuは言い
ます。「一番すばらしいのは、ここに
いる人たちです」 

水平に広く
スイス人の建築家ユ
ニット、Herzog & de 
Meuronが設計したM+
は、印象的なレイアウ
トに仕上がりました。
M+の副ディレクター兼
チーフキュレーターの
Doryun Chongは、M+を
「徹底的に平らな空間」
と表現します。美術館に
ある33の展示室がほぼ
ワンフロアに配置され、
従来のギャラリーとは一
線を画しました。

アートとコーヒー
Shophouse

トングラウと呼ばれる、エレベーター
のない低層ビルがひしめくTai Hang。
Causeway Bayを背景にした閑静な住宅
街で、午後のコーヒーを楽しむ人や、早々
と一杯ひっかける人たちが集います。
Shophouseはそんなトングラウに、ギャ
ラリーやショップとしての新たな一面を
加えました。2020年5月にオープンし、
個展やグループ展、多彩なアート、ファッ
ション、デザイン、骨董市などのプログ
ラムを入れ替わりで開催しています。創
業者のAlex Chanの思い出は、子どもの
頃に連れられて行ったのみの市で、アン
ティークの魅力に取りつかれたことで
す。過去にはヴィンテージのタイプライ
ターや1980年代のユニフォームなどの展
示を行いました。展示の内容にかかわら
ず、Second Laneには立ち寄る価値があ
ります。2階に上がると、香港の戦前の建
築物を垣間見ることができるのです。建
物は丹念な改修を経ており、人造大理石
のフロアが芸術作品のような雰囲気を醸
し出しています。 

制作中
英国人アー
ティスト
のDamian 
Boylan
（左）、
HARTディ
レクターの
Jeannie Wu
（中央）、
アメリカ人
アーティス
トのShane 
Aspegren
（右 ）

アートと文化



2010
高まるコミュニティの共生

第37号では、Sheung Wanの住民たちに取
材。今も変化に富むこの地域は、近隣のSai 
Ying PunやKennedy Townにも影響を与え

ています。 

2014
土台を作る技術と文化

高層ビルの建設は、まず専門職人が同じ長
さの竹で足場を組むことから始まります。彼
らの師弟関係について第76号で取り上げま

した。

2018
安全性のはるかな高みへ

子どもが一人で地下鉄に乗って通学する姿
は、この街が安全であることを示す象徴の一
つです。また、山で負傷したハイキング客を
救出した政府飛行服務隊（第 113号参照 ） 

のヘリコプターチームにも、 
それが表れています。

2016
高層ビルから低層アパートまで

Causeway Bayの高層ビル群のすぐ隣にある
Tai Hangの村（第 93号）。トングラウと呼ば
れる低層建築はクリエイターたちを魅了し、
New Territoriesの村の住まいは家族連れを

惹き付けています。

2015
大都市の胃袋

ランチタイムを大事にする香港では、外食す
ることが生活の中心。Ho Lee Fook（第 82

号）では、モダンなアレンジを加えた広東料
理を提供しています。 

2017
陽気なシーズン 

第109号でご紹介したように、港湾沿いに立
ち並ぶ高層ビルには、年末のクリスマスから

旧正月の後まで照明が飾られます。

2011
見渡す限りのアート作品

2013年に始まったアートバーゼル香港は、
世界中からコレクターやディーラーが集ま
るイベント。第44号では創始者のMagnus 

Renfrewにインタビューしました。

2012
歴史的遺産を活かす

Tai Oの警察署をリノベーションして作られた
ホテルは、香港で次々と行われている改修プ
ロジェクトの先駆けです。第56号で詳しく取

り上げました。

2019
アイデアの宝庫

建築家たちは小学校を作る際に面積を有効
活用するため、教室のある建物を高床式にし
て遊び場や駐車場のスペースを確保しました

（第 121号参照 ）。

2020
注目を一身に集めて

第132号では、広告機会が少ないのはいかに
も香港的で、100年前からビジネス街をがた

ごと走るトラムさながらだとお伝えし 
ました。

2020年、モノクルでは10軒目となる事務局兼
ショップがWan Chaiに設立されました。これまで
の10年間でモノクルが賞賛した、香港にまつわる
10のこと。

2013
家族という一大ビジネス

同族会社に新鮮なアイデアをもたらす新世
代の一人、新世界発展CEOのAdrian Cheng

に第64号でインタビューしました。


